




































































































































　(7), (13), (18), (19), (20), (25)等から
　　　　　　　　　　　　　－209（8）－
を得る。ここで不規則項が£(ｘ,)のときの乗数水準をe(y;)とすると，
£(ｎ)＝(召十召)八1－/1)である。故にｙ＝Ｙ．-Ｅ(ｎ)，石＝ｘ,一万(ｘ,)とお
くと
が導かれる。
　(27)において，仮定により石は定常的かつ系列無相関であり，0＜/1
＜1を考えに入れれば，同次部分の特性根の絶対値は１より小である。
よって定常解か存在して
であることが判明する。この場合ｎはたとえO＜/1＜1であっても，一定
値には収束しない。十分な時間の経過のうちには，ｎは乗数水準のまわり
を振動するが，その振動は上下にかたよらず散らばり，分散は♂/(1－が)
で与えられる。ここで?は消費関数の不規別項の分散である。
　６．む　す　び
　われわれは本橋においてわれわれの確定論的モデルでの体系の安定条件
を明らかにした。　しかし当然のことながらこれに対応する確率論的モデル
においてははっきりした安定性は云えなかった。本橋で展開された分析を
もとに今後この方面の理論の一層の前進を図りたいと思っている。
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